
2025年度

Ⅰ期（４月～５月上旬）進級児 Ⅰ期（４月～５月上旬）新入児

・進級したことを喜ぶ様子もあるが、新しい担任保育
者や保育室に戸惑ったり、保護者と離れにくかったり
など、不安定な様子も見られる。
・担任保育者や友達と過ごしながら、個々のペースで
新しい環境に慣れ、安定していく。
・一緒に進級した友達との交流を好み、名前を呼んだ
り、同じ場で遊んだりする様子が見られる。
・進級児は、身支度や片付けのやり方が２歳児・満３歳
児クラスと同じなので、少しずつ自分で準備や片付
け、身の回りのことをする姿も見られる。
・園生活について既に知っていることもたくさんあり、慣
れ親しんだ遊具や用具を使う中で、自分なりに思いつ
いたことを担任保育者と一緒にやってみようとする。
・進級時は、身支度や片付けのやり方が２歳児・３歳児
クラスと同じなので、少しずつ自分で準備や片付け、
身の回りのことをしようとする。

・初めての集団生活である子どもが多く、保護者と離
れにくい子どもや、不安そうな表情の子どもが多く見ら
れる。
・担任保育者と一緒に過ごしたり、友達のしている遊
びを見たりしながら、少しずつ不安になる時間が短く
なってくる。
・担任保育者と一緒に、以前にやった遊びや興味があ
る遊びを探すことで、興味が引き出され、円滑に遊び
始めることができる。
・身支度や片付けは個人差が大きい。保育者と一緒に
行う経験を重ねることで、少しずつ自分でやってみよう
とする姿が見られるようになる。

自分から
〇これまでの園生活で行ってきた生活習慣や遊びを、
新しい環境の中で自分のペースで行おうとする。

〇園生活で新しく触れた人・もの・ことに興味を持つ。

創造する
〇新しい環境の中で、自分で思いついたことや考えた
ことをやってみようとする。

○新しい環境の中で自分の興味のあるものを見つけ、
自分なりの楽しさを感じる。

人とともに
○新しい担任保育者に信頼を寄せながら過ごす。
〇これまで一緒に過ごしてきた友達に親しみをもって
過ごす。

○担任保育者に信頼を寄せながら過ごす。
○クラスの友達に親しみをもち、一緒に過ごすことを楽
しむ。

健康

・これまでの園生活での経験から、登降園の準備など
に自分のペースで取り組む。進①
・保育者の援助を受けながら、自分なりに新しいクラス
での生活のやり方を知り、慣れようとする。進①②

・保育者と一緒に、登降園の準備や着替え、用便など
身の回りのことをやってみようとし、少しずつ慣れる。
新①②
・好き嫌いや食べ方に個人差がある中で、それぞれに
応じた食べ方で保育者と一緒に給食を食べてみようと
する。新③

人間関係

・新しい担任保育者と触れ合ったり、遊んだりして関係
を築く。進②
・新しく入園してきた友達にも関心をもち、名前を覚え
て呼ぼうとする。進③
・親しんできた友達と同じ場で遊ぶ。進③共①

・担任保育者と触れ合ったり遊んだりして関係を築く。
新①
・保育者や友達の名前を覚え、呼ぼうとする。新④

環境

・年初で不安な気持ちがある中でも、自分のやりたい
ことをして遊ぶ。進④共①
・身近な春の自然や生き物を見たり触れたりして、美し
さや面白さに気付く。共②

・新しい環境の中で、自分の好きな遊びや場所を見つ
けて遊ぶ。新⑤⑥共①
・身近な春の自然や生き物を見たり触れたりして、美し
さや面白さに気付く。共②

言葉

・保育者による絵本や紙芝居の読み聞かせを友達と
一緒の場で楽しむ。共③
・繰り返しがあったり、分かりやすいストーリーの絵本や
紙芝居などを、楽しみながら聞く。共③

・保育者による絵本や紙芝居の読み聞かせを友達と
一緒の場で楽しむ。共③

表現

生命の保持

〇個々に合わせて丁寧に関わり、生活に必要な基

本的生活習慣を身に着け、少しずつ自分のことを
自分でできるようにする。

〇個々に合わせて丁寧に関わり、生活に必要な基

本的生活習慣を身に着け、少しずつ自分のことを
自分でできるようにしていく。

情緒の安定

〇ありのままの気持ちを丸ごと受け止め、個別に

関わりを深めていき安心して園生活を送れるよう
にする。

〇一人一人を温かく受け入れ、信頼関係を着実

に築き、子ども達が安心して園生活を送れるよう
にする。

５領域

◇朝の準備の方法や流れ、給食準備や片付け、身の
回りのことなどについて、２歳児・満３歳児クラスと同じ
方法や流れ、リズムでできるよう環境を整える。進①
▲新入児がいることなど、環境の変化による戸惑いや
不安に寄り添い、スキンシップをとったり、一緒に遊ん
だり、自分なりに取り組もうとしている姿を十分に認め
たりする。進②
▲新入児に興味を持ったり、一緒に遊べるように仲介
する。進③
◇２歳児・満３歳児クラスのことから馴染みのある遊具
や玩具、遊び方が分かりやすいものを出し、新しい環
境下でも自分のやりたいことを見つけて楽しめるよう
にする。進④
▲保育者も遊びに加わり、子どもと一緒に遊びの準備
や展開を考え、楽しむことで、子どもが自分のしたい遊
び楽しめるようにする。(共通)共①
◇春の季節を感じられるように、子ども達の様子をみ
ながら、園庭や外に出る機会も作る。(共通)共②
◇繰り返しがあったり、ストーリーが平易な絵本を用意
し、みんなで読み聞かせを聞く機会を設ける(共通)
共③
◇これまでに親しんだ歌や手遊び、ダンスを取り入れ
ながらみんなで楽しむ活動を行う。進⑤
◇好きなものをかいたり、つくったりできるように様々な
素材や用具を用意し、それらに触れる機会を作る。(共
通)共④

▲ありのままの姿を十分受け止め、思いに寄り添い、
保護者以外の大人に信頼を寄せていけるようにする。
新①
▲初めての環境、集団生活の中で身の回りのことを自
分でやろうとするきっかけを作れるよう、保育者が一緒
に取り組む。新②
▲家庭と連携しながら食育に取り組み、給食に慣れる
ための援助を行う。新③
▲他児に興味を持ったり、一緒に遊べるように仲介す
る。新④
◇家庭でも親しんでいるものを聞き取り、興味をひき
やすいもの、手軽に遊びに取り入れやすいような玩具
や素材を用意する。新⑤
◇一人一人がゆっくり満足しながら遊ぶことができる
ように、同じ玩具を多めに用意する。新⑥
◇未就園児クラスの時に使用していた馴染みのある
曲でダンスをしたりパネルシアターを見たりする機会を
作る。新⑦

食育

健康・安全
※保健計画・

安全計画との

関連

"◇新しい環境での遊具や用具の配置等に考慮し、安全に遊べるようにする。 ▲初めての避難訓練では、事前にどんな訓練をするのか伝えたり、安心できるように声を掛けたりして、落ち着いて参加できるようにする。 ◇新入園児のアレルギーの有無や体調面及び進級児で健康面で配慮が必要な情報が更新されたことなど、園全体で子どもの情報を共有し対応できるようにする。"

なかよし
タイムとの

連携

・夏休み中の遊びの様子を保育者間で共有し、２学期が始まっても引き
続き楽しめるように環境を整える。

・午睡の寝入る時間を遅めにしたり、午睡時間を短くしたりする必要があ
る子どもが出てくるため、担任保育者も午睡の様子を見に行く機会を作
り、なかよしタイムの保育者と一人一人の様子を共有する。

・風邪などをひきやすい時期である
ため、子どもの健康に関する情報を
こまめに共有する。

　　　　　　　　　　春休み
・来年度の４歳児クラスの担任が、
なかよしタイムの保育に入る機会を
持つ。

始まりの会　個人懇談、こどもの日の会 入園式、個人懇談、こどもの日の会

〇友達とおもしろさを共有して、同じ場で過ごしたり一緒に遊んだりすることを楽しむ。
〇自分の行動で保育者や友達が喜び、自分が役に立つ喜びを感じる。
〇自分の思ったことや感じたことを相手に言葉で伝えようとする。
〇年中児、年長児の姿に憧れをもって交流し、自分達の成長に期待をもつ。

○友達とやりとりをしたり誘い合ったりして、かかわりながら遊ぶことを楽しむ。
〇相手の気持ちに気づき、自分なりに受け止めようとする。

○やりとりはなくとも、隣あって同じような遊びをする。
〇友達にも自分と同じように思いがあることを知る。

3歳児　年間指導計画

・自分から挑戦しようとする姿や、様々な活動に意欲的に取り組む姿が増える。
・保育者に気持ちを受け止めてもらいながら、最後まで自分の力でやり遂げようとする。
・保育者の促しがなくても、丁寧に手を洗ったり、鼻を拭いたり、自分で健康に気を付ける行動が出て
くる。
・冬休み中の出来事を友達や保育者と話した後、園でもお正月遊びなどで日本の文化に親しむ。
・霜柱や氷を見つけて触り、冷たさや感触を楽しんだり、吐く息が白いことに気づいたりと、冬ならでは
の自然物や現象に興味をもつ。
・どうすれば寒い冬でも快適に過ごせるのか保育者と一緒に考え、自分の思いつきを伝えたり、実際
にやってみようとする。
・一つの遊びに集中して長く遊べるようになる。
・制作や砂場遊び、積み木などの遊びで「こうしたい」という思いの実現に向かって工夫し、実際に思
い通りのものをつくれるようになってくる。
・自分の思いや考えを保育者や友達に言葉で伝えたり、保育者が仲介しなくても友達の思いに気づ
いたりする姿が増えてくる。
・進級に向けて、年少組の２クラスが一緒に過ごしたり、保育者から進級の話を聞いたりして、進級す
ることへの理解が進み、期待を持てるようになっていく。

Ⅴ期（１月～３月）

・自分でできることが増えて自信がつき、初めて取り組むことにも意欲的に挑戦しようとする。
・苦手なこと、怖いこと、少し難しいことに、友達の姿から刺激をもらったり、保育者に支えてもらったりし
て挑戦するようになる。
・保育者から行事や遊びの予定を聞いて、少し先の活動に期待をもち、やってみたいことについて意
見を出したり、活動の準備に進んで取り組もうとしたりする姿が見られる。
・園外保育で地域社会の人やものに触れる経験を楽しむ。
・サツマイモの育ち方や調理法などの話を聞いておいも掘りに行くことを楽しみにし、おいも堀りの後
には、育ててくれた実習園の職員に感謝したり、家で食べたことを保育者や友達に話す様子が見られ
る。
・ハロウィンやクリスマス、正月などに絵本や制作で触れ、日本や外国の文化に興味、関心を持つ。
・ものの形や大きさ、重さを比べたり、数を数えたりと、遊びの中で数や形に親しむようになる。
・保育者や友達のことを手伝おうとしたり、保育者がしていることを真似たりする。
・保育者や数人の友達と同じ遊びに参加し、おもしろさを共有して、同じ場で過ごしたり一緒に遊んだ
りすることを楽しむ。
・お家ごっこなどの慣れ親しんだごっこ遊びでは、保育者が参加していなくても、子ども同士でやり取り
をするなどイメージの共有が活発になる。

Ⅳ期（１０月中旬～１２月）

・夏休み明けは、園生活に慣れるまで戸惑う子どもも見られる。
・思い切り走ったり、色々な遊具に挑戦したりして、全身を使って体を動かすことを楽しむようになる。
・バス遠足では、園外の人に親しみを持って関わり、公共のものを使う際の約束事を保育者から聞
き、守ろうとしたり友達にも声をかけたりする。
・夏休み中に出かけた場所で見たり、図鑑や絵本などで知った身近にはいない生きものなどについ
て、保育者や友達に話そうとする姿が見られる。
・遠足や運動会など、保育者の話を聞いて少し先の活動に期待をもち、指折り数えて心待ちにする姿
が見られる。
・実習生に親しみ、実習生が考えた様々な活動に興味をもち、やってみようとする姿が見られる。
・「こんなふうにしたい」と自分なりの思いをもって制作に取り組み、様々な素材や用具を使って、かい
たりつくったりすることを楽しむ。
・自分なりの思いをもち、納得するまで繰り返し遊びや活動に取り組む姿が見られるようになる。
・運動会に向けた活動を通して、大勢の友達と一緒に同じ活動に取り組む面白さを感じるようにな
る。
・ごっこ遊びなど、保育者が介在していなくても気の合う友達と同じようなイメージの中で遊ぶ姿が見
られるようになってくる。
・自分の感情や気持ちを保育者や友達に言葉や身振りで伝えようとする姿が増えてくる。

Ⅲ期（９月～１０月上旬）Ⅱ期（5月中旬～７月）時期→

子どもの姿

○自分でできることが増えていくことを喜び、いろいろなことに自信をもって取り組もうとする。

・実習生の話に耳を傾け、一緒に遊んだり、実習生が考えた様々な活動に関心をもったりしようとす
る。⑤
・自分の感情を言葉や身振りで他者に伝えようとする。③

・公共の施設を使う際のルールやマナーを担任保育者と学ぶ。⑧
・自分なりに思いをもち、こだわりながら、興味をもったこと、面白いと感じたことを繰り返して遊ぶ。⑨

・遊びや生活の中で、友達や保育者の考えや思いに触れる。③
・自分の得た情報を友達に伝えたり、友達の持っている情報に関心を持ったりする。③
・友達と場やものを共有して遊ぶ。③④⑤
・実習生の話に耳を傾け、一緒に遊んだり、実習生が考えた様々な活動に関心をもつ。⑥
・年長児や年中児が取り組んでいる遊びに興味をもち、真似てやってみようとする。⑦

奈良教育大学附属幼保連携型認定こども園

・友達とイメージをやりとりをしたり誘い合ったりして遊ぶ。③
・クラスでの活動や遊びに気持ちを向けて参加する。④
・隣のクラスの保育者や友達と一緒にみんなとする活動をしたり、給食を食べたりする。⑤
・友達とのやりとりや友達の表情などから友達の思いに気付く。⑥

▲長期休み明けで不安定になる子どももいるため、一対一で関わる時間を作るなどして安心して園
生活を送れるようにする。
◇様々な体の動きを楽しめるような遊具や用具を準備し、全身を動かして遊ぶ活動を行う①
▲こまめな水分補給や休息を呼びかけたり、なぜそれが大事なのか伝えたりすることで、健康に自分
から気をつけて過ごそうとする姿勢に繋げる。②
▲友達や保育者の考えや思いに触れる機会をつくり、他者の考えや思いに興味・関心を持てるように
声掛けを行う。③
◇年少組2クラスで共有できる遊び場をつくり、隣のクラスの保育者や友達とふれあったりふとした時
に関わったりする楽しさを味わえるようにする。④
▲担任が意識的に隣のクラスの子どもにも関わりに行き、担任以外の保育者にも親しみを持てるよう
にする。⑤
◇▲保育者が実習生に親しみをもって話をする姿を見たり、実習生と楽しめる遊びを一緒に行ったり
することで、実習生と過ごすことが楽しいと感じられるようにする。⑥
◇年長児や年中児が取り組んでいる遊びに興味をもつようになってきたら、真似て楽しめるような環
境を準備していく。⑦
▲公共の施設を使う際のルールやマナーを分かりやすく伝えたり、守ろうとしている姿を認めたりし
て、ルールやマナーを守る大切さを感じられるようにする。⑧
◇▲子どもが自分の思いをもって遊んでいる姿を認める声掛けを行い、その思いが持続し遊びが楽
しくなるような環境設定、援助を行うことで、思いをもって納得するまで遊べるようにする。⑨
◇▲友達と同じようなイメージの中で遊ぶことを楽しめるように、保育者がイメージの橋渡しをしたり、
同じイメージの中で遊びが展開しやすくなるような環境を整えたりする。⑩
◇用具の正しい使い方を伝えたり、色々な使い方ができる素材を準備したりしておくことで、思いつい
たことをやってみたり、自分なりに工夫したりできるようにする。⑪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏休み
・夏休み中のなかよしタイムは、初めは担任が保育に
入ることで教育時間に楽しんでいた遊びを引き続き
楽しめるような環境を作る。

・個人懇談で生活面で頑張っていることや園での様子を伝え、保護者と共に、子どもが身のまわりの
ことを自分でやりたいと思う気持ちを支え、援助の方法を一緒に考えていけるようにする。

"▲熱中症予防及び熱中症対応について共通理解を図る。 ▲暑さ指数や熱中症警戒アラートから、
戸外活動の時間を考慮するなど、熱中症予防に努める。 ▲暑い日が増えてくる頃なので、体調の変
化に留意しながら、こまめな水分補給を促し、休息をとるなどして健康に過ごせるようにする。 ◇水遊
び・プール遊びでは、安全に遊べるように水質・水温検査や水位の確認などを行う。"

・保育者、友達と一緒に同じようなイメージで遊んだり過ごしたりする。⑩
・様々な素材や用具を使い、自分なりに工夫しながらかいたりつくったりする。⑪

〇夏を快適に、安全に過ごせるよう、声を掛けたり健康状態に留意したりする。

〇一人一人の子どもが、自分の気持ちを安心して表すことができるように、受け止められ、見

守られているという雰囲気づくりをする。

行事・地域との連携
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家庭との連携

内容

・家庭での食事の様子や園でのこれまでの食事の様子を把握し、個々のペースや量で給食を楽しめるよう配
慮する。
・色々な食材を見たり触れたりする機会をつくり、食べることに興味をもてるようにする。
・保育者も子どもと一緒に食事をとり、声を掛けるなどして給食の時間が楽しいものになるような雰囲気づくり
をする。

・自分の気持ちや思い、感じたこと、して欲しいことなどを保育者に身振りや言葉で自分なりに伝えたり、わから
ないことを尋ねたりする。
・園内の知っている職員に挨拶をしたり、言葉を交わしたりする。
・保育者や友達と一緒に、歌や手遊び、ダンスなどに楽しみながら取り組む。進⑤新⑦
・様々な素材や用具を使ってかいたりつくったりする。共④

・担任ができるだけなかよしタイムに入るようにして、子ども達との関係を築いていく。
・なかよしタイムに担任が入ることで、通常教育時間のクラス全体の安定にも繋がる。
・午睡や排泄等について、なかよしタイムの保育者とこまめに様子を伝えあう。

・進級して環境が変わってから子どもの様子を細かく共有し、保護者との信頼関係を築いていく。(進級児)
・子どもの健康状態や好きなこと、性格などを、個人調査票や個人懇談を通して把握する。（新入児）
・初めて子どもが集団生活に入る保護者もいるため、保護者の思いや不安を丁寧に受け止める。(新入児)
・園での生活や子どもの様子の共有を徹底し、保護者が安心して子どもを通わせられるようにする。（新入児）
・友達と思いがぶつかる場面も出てくるが、両者の思いを伝えながら、保護者の気持ちに寄り添って一緒に子
どもの育ちを見守る。
・なかよしタイムを利用している保護者と、慣らし保育の様子や午睡、給食の様子、家での様子を共有する。
・連休の過ごし方や、交通マナーなどについて子どもたちと話し合った内容を伝える。

・感染症の発生状況を掲示したり、家庭でも健康の維持に気をつけてもらうよう呼びかけたりして、子どもが健康に過ごせるよう連携していく。
・集団生活の中で子どもが経験したこと、頑張っていたことなどを伝え、成長を喜び合う。
・保育参観や懇談会、クラスだよりを通して、子どもたちが楽しんでいることや頑張っていることを保護者にも共有し、家庭でも園でしていることが話題に上がるようにする。／　・行事のねらいやプロセス、行事を通して育ったことを保護者に伝え、子どもの成長を実感できるようにする。
・子ども達の中で話題になっていることや流行っていることをドキュメンテーションなどで紹介し、家庭でも話題にしてもらったり、活動に必要な材料を家庭で準備してもらったり、場合によっては活動に参加してもらうなどして、子どもたちの学びが促されるようにする。

始まりの会、クラス懇談会、おわりの会

・4歳児クラスへの進級に向けて、保護者に対して、２クラスが合わさって１クラスになることや、4歳児
クラスでの生活などの見通しを丁寧に伝えて安心してもらい、保護者も子どもの進級を楽しみにでき
るようにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　冬休み
・冬休み中のなかよしタイムは、初めは担任が保育に
入ることで教育時間に楽しんでいた遊びを引き続き楽
しめるような環境を作る。

参観、クラス懇談会、七夕お楽しみ会、個人懇談、おわりの会 バス遠足、教育実習（9月１ヶ月間）

・地震避難訓練
・火災避難訓練、消火器使用訓練
・さすまたの使い方訓練

おいも掘り、運動会、参観、クラス懇談会、お楽しみ会、個人懇談、おわりの会

・遊びや生活に必要な言葉を知る。⑦⑫
・したいことやしてほしいことを動作や言葉で伝えようとする。⑦⑫
・生活や遊びの中で様々な言葉に出会い、言葉の面白さや美しさに気付く。⑦⑫
・絵本や紙芝居などに親しみ、興味をもって聞き、想像する楽しさを味わう。⑫⑬

・色々な遊具や用具に関心をもち、試しながら使ってみる。⑧
・水、泥、砂、泡などの感触の心地よさを味わいながら思い切り遊んで、気持ちを解放する。⑧⑨
・物質の色や大きさ、重さ、形、手触りなどを比べ、違いに気づいたり美しさ、不思議さを感じたりする。
⑧⑨
・身近な草花や生き物を見たり触れたりして親しみをもつ。⑩
・保育者と一緒に手元カメラを使って草花や生き物を観察したり、インターネットで生態を調べたりす
る。⑩⑪

・保育者や友達のしていることに興味をもち、真似たり触れ合ったりして遊ぶ。④
・園に出入りする様々な人に対して、保育者と一緒に挨拶をしたり声をかけたり⑤
・保育者の仲立ちにより、友達にも自分と同じように思いがあることを知る。葛藤しているような場面
では、少しずつ気持ちに折り合いがつけられるように援助をする。⑥⑦
・行事を通して異年齢児と共通の体験をし、交流する⑬

◇寒い中でも体を動かして遊ぶことで体が温まる心地よさや楽しさを味わえるよう、環境や活動時間
を工夫する。①
▲身支度や生活習慣等、進んで取り組む姿を認め、自信を持たせていく。②
▲自分の思いを言葉や動作で友達に伝える喜びや心地よさを味わえるよう、場面に応じて仲立ちを
する。③
◇▲４歳児クラスの保育室に行って遊んだり、進級が楽しみになるような声掛けをしたりして、進級に
期待を持てるようにする。
◇▲隣のクラスの保育者や友達と関わって遊ぶことを楽しめるような活動を取り入れたり、給食など、
生活場面でも関わる機会を増やせるように、グループや机の配置などを工夫する。⑤
▲自分から友達の思いに気づき、優しくしようとしたり思いを汲んだりしている姿を認めたり、周りの友
達に知らせたりして、思いやりの心を育んでいく。⑥
◇冬ならではの自然物に触れ、不思議さや美しさなどに気づけるよう、意識して機会をつくったり、図
鑑や絵本などを準備したりしておく。⑦
◇お正月遊びなどの伝承遊びを保育者や友達と実際にやってみる機会をつくり、日本で昔から親し
まれている遊びであることを、保育者のお話、絵本や歌から感じられるようにする。⑧
◇▲友達の前で自分のしたこと、見たこと、思ったことを話す機会をつくり、その姿を認めて、自分のこ
とを話す喜びを感じられるようにする。⑨
▲声や動きが揃いやすいような曲を用いて、友達と一緒に歌や楽器遊びなどを楽しめるようにする。
⑩
▲◇自分の思いや考えを実現していくことを楽しめるように、必要になりそうな用具を予め準備してお
いたり、保育者も一緒になって遊びながら提案をしたりする。⑪

・友達と一緒に歌ったり、リズム楽器を鳴らしたりして、体を動かす。⑩
・素材や用具を選んで使い、イメージしたものをかいたりつくったりする。⑪

・かるたや絵合わせなど伝承遊びに興味をもち、保育者や友達と遊ぶ。⑧
・保育者や友達と言葉を交わしながら遊ぶ。③
・保育者や友達の話に興味をもって聞く。③
・したことや見たこと、思ったことなどを喜んで話す。⑨

・夏休みに家庭で過ごした様子を保護者から聞き取り、子ども達が円滑に園生活のリズムを取り戻す
ことができるようにする。

"▲朝夕と日中の気温の差が大きくなるので、衣服の調節をしたり汗をかいた後の着替えや水分補
給を促したりする。 ◇▲園外に出向く機会が増えてくるため、事前に下見を行い安全確認を行う。 ◇
散歩は事前の打ち合わせを密に行い、引率する各保育者の役割を確認し、連携をとりながら安全を
確保する。"

・自分の経験したことや思ったことを保育者や友達に話そうとする⑤
・遊びに必要な簡単な言葉のやり取りを楽しむ。⑤

・自分のしたいことに合わせて遊具や用具を選んで使う。⑦
・木の葉や木の実などの自然物の美しさに気づいたり、遊びに取り入れたりする。⑧

◇着替えなどの身支度について、自分からしたくなるように環境を整えたり、手順が分かるように絵イ
ラストを掲示したりする。①
▲水遊びの約束事を分かりやすく伝え、安全に気をつけて遊ぶことを保育者と一緒に意識できるよう
にする。②
▲汗を拭いたり、水分補給をしたりできるよう声をかけたり、なぜそれが大事なのか伝えたりして、健
康を維持することの大切さを意識できるようにする。③
▲保育者や友達を真似たり触れ合ったりして遊ぶ嬉しさや楽しさに共感し、保育者も同じように楽し
んで遊ぶ。④
◇園に出入りする人に子どもたちと一緒に挨拶をしたり、話しかけたりして、身の回りの様々な人への
興味を育む。⑤
▲思いがぶつかる場面では、個々の思いに共感し代弁することで、相手にも思いがあることに気付か
せる。⑥
▲自分の思いや気持ちを伝える言葉を知れるように、保育者が意識して使ったり、場面ごとに適切な
言葉を伝えたりする。⑦
◇水や泥などを使った遊びが思い切りできる環境を準備する。⑧
◇ものの感触や色、重さなどを比べて遊ぶことを楽しめるように、様々な素材や用具を準備する。⑨
◇▲身近な草花や生き物を一緒に見たり触れたりする機会を持ち、不思議に思うことを一緒に調べ
て、関心を深めたり親しみを持ったりできるようにする。⑩
◇保育者と一緒に園内で採取した草花や生き物のを手元カメラで観察したり、インターネットで調べ
たりできるように、ICT環境を整える。⑪
◇言葉遊びや空想の世界の絵本、紙芝居など、子どもたちの興味関心に合わせて色々なものを読
み、言葉の面白さや創造する楽しさを味わえるようにする。⑫
◇全園児が参加する、子どもの日の会や七夕お楽しみ会などで、プロジェクターを使って、デジタル
絵本を映し出し、全園児で一緒にそれを楽しむ。⑬
◇▲子ども達のお気に入りの歌や手遊び、ダンスを活動に取り入れて一緒に楽しむとともに、新しい
歌やダンスなどに触れる機会も作る。⑭

・生活や遊びの中で様々な言葉に出会い、言葉の面白さや美しさに気付く。⑦⑫
・お気に入りの歌や手遊び、ダンスを楽しみ、新しい歌やダンスにも挑戦する。⑭

"◇適切な湿度を保つために、加湿器を使い、適宜換気もし、感染症予防に務める。 ▲戸外での遊び
では、着込み過ぎず動きやすいような服装に留意し、一人一人の子供が気づけるようにする。"

・みんなが楽しく食べるためのマナーについて知らせ、心地よく食事ができるようにする。
・自分たちで育てた野菜を給食に入れてもらい食べることで、食に対する関心や喜びを味わえるよう
にする。

・こども園の生活に慣れ、喜んで登園できるようになってくる。
・園生活の流れがわかり、身支度を自分で行おうとし、できたときに喜ぶ姿が見られる。
・園生活に慣れてきて、行動範囲が広くなる。どこに何があるのかがわかり、積極的に園内の環境に
関わる姿が見られる。
・保育者が水や紙などの資源を大切にするための声掛けを行うことで、「もったいない」という概念に
気づき、保育者と共に物を大切にしようとする。
・水や泥などを使った遊びが始まり、気持ちを解放して思い切り遊ぶ姿が見られる。
・泥の感触や濡れることが苦手な子どもも、保育者や友達が楽しく遊ぶのを見て苦手でなくなってい
く。
・水の流れ方や泥の硬さ、柔らかさなどの物質の性質に気づき、不思議に思う姿が見られる。
・平行遊びの中でも、他児の遊びに興味をもち、同じことをやってみようとすることが増えてくる。
・遊びの中でやりたいことがはっきりしてきて、同じ場所で遊ぶ他児と思いのぶつかり合いが見られる
ようになる。保育者が仲介することで、相手にも自分と同じように思いがあることを知り、少しずつ気持
ちの折り合いをつけられるようになる。
・保育者が仲介しながらであれば、数人の友達と一緒に、お家ごっこなど同じようなイメージの中で、
簡単なやり取りをして遊ぶ姿が見られる。
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〇残暑が続くため、室温の調整をしたり水分補給や汗の始末の仕方を伝えたりして、快適に

過ごせるようにする。

〇個々の気持ちに共感したり頑張っていることを丁寧に認めたりし、自信をもてるようにする。

〇手洗い、衣服の調整などを呼び掛けたり、室温・湿度などに配慮し、健康に過ごせるように

する。

〇個々の気持ちに共感したり励ましたり頑張っていることを丁寧に認めたりし、自信をもてるよ

うにする。

〇手洗いや水分補給の大切さを伝え、健康に過ごすための行動を進んで行えるようにする。

〇一人一人の成長した部分を認め、いろいろなことに自信をもって進級できるようにする。

・手洗いや用便、衣服の着脱などを自分でしようとする。①
・水遊びの約束事を知り、守ろうとする。②
・汗を拭く、水分補給をするなど、夏の生活に必要なことを保育者に促され気づく。③
・こまめに水分補給をしたり、休息を十分にとったりすることの大切さを知り、保育者に促されながら
やろうとする。③
・保育者や友達とふれあい、安定感をもって行動する。④

・友達や保育者と走る、リズムに乗って踊るなど自分のイメージしたとおりに身体を動かす。①
・暑い日が続くので、こまめに水分補給をしたり、休息を十分にとったりすることの大切さを3歳児なり
に理解し、やろうとする。②

〇友達と一緒に過ごしたり同じようなイメージで遊んだりすることを楽しむ。
○嬉しい、楽しい、怖いなど、自分の気持ちを言葉や行動で伝える。

・寒さに負けず戸外で体を動かして遊ぶ①
・基本的な生活習慣や生活のリズムを身に着け、自分でできることを自信を持って進んで行う。②

・自分の食べられる量を伝えられるようになってくるので、個々に合わせて量を調整し、完食できる喜
びを味わえるようにする。
・トレーやお茶碗を運ぶなど、食に対する活動の中で自分で行うことを増やし、嬉しさを味わえるよう
にする。

〇様々な物の性質や仕組みに気づき、比べることの面白さを感じ、繰り返し楽しむ。
○自然に触れて遊ぶ中で、大きさや形の違いに気づき、美しさや不思議さを感じ、どうして？なぜ？と
いう疑問が湧く。

○遊びや生活の中で、自分のペースで楽しみながらやってみようとする。
○衣服の着脱、食事、排泄などを意欲的に自分でしようする。
○進んで戸外で遊び、身体を動かすことに喜びや充実感を感じるとともに、自分にはできると感じて
チャレンジする。

〇自分なりの思いをもって面白いと感じたことを納得がいくまで楽しむ。
○お絵描きや折り紙など、様々な素材や用具を使って、かいたりつくったりすることを楽しむ。

〇遊びや生活の中で、少し先のお話を聞いて期待感をもつ。
〇実習生と過ごすことを通して、様々な活動に興味を持ち、やってみようとする。

◯遊びの中で数えたり、形を探したりを楽しむ。
◯自分なりに工夫をしたり関連付けたりして遊ぶことを楽しむ。
◯友達と一緒に、簡単なやりとりのあるごっこ遊びを楽しむ。

〇遊びや生活の中で、少し先のことに期待感をもって自分でできることに取り組もうとする。
〇少し不安なことや怖いことがあっても、保育者に支えられて、挑戦しようとする。

・遊具や用具を大切にし、友達と分け合ったり順番に使ったりする。②
・保育者を手伝ったり、友達のことを気に掛けたりする。③
・保育者や友達と一緒に簡単なルールを守って遊ぶ。④
・自分の経験したことや思ったことを保育者や友達に話そうとする。⑤
・年中児、年長児が運動会で頑張っている姿を応援し、運動会後に一緒に同じ活動を行うことで自分
達の成長を楽しみに思う。⑥

・身の回りのことをできるだけ自分でしようとする。①

・初めての運動会に参加する保護者もいるので、クラス便りや会話を通して丁寧に活動内容やねらい
などを伝え、親子で運動会を楽しみにできるようにする。

"◇▲感染症対策の共通理解（手洗い、うがいの励行、嘔吐処理の方法等）を図る。 ◇養護教諭と連
携し、感染症予防ののために、正しい手洗いの仕方やタイミングを保健指導で知らせ、習慣につなが
るようにする。 ▲手洗いやせきエチケットのやり方を保育者も共に行いながら伝え、健康に過ごす大切
さを感じられるようにする。 "

・姿勢をよくしたり様々な物を食べてみようと挑戦したりするなど、子ども達自身で頑張ろうとしている
時にはその姿を認め、自信に繋げていく。

▲身の回りのことに進んで取り組む姿を認め、自分で自分のことをできる嬉しさを感じ、意欲的に取り
組めるようにする。①
▲複数の子どもが遊具や用具を使いたいときには、保育者が仲立ちをしたり、自分の番が来るまで見
通しがもてるように言葉掛けをしたり、待てたことを認めたりして、分け合ったり順番に使ったりすること
を経験できるようにする。②
▲保育者を手伝おうとする姿や友達に優しくする姿を認め、感謝を伝えることで、誰かの役に立つ嬉し
さや思いやりの心の芽生えを促す。③
◇▲遊びのルールを短くはっきり伝えたり、子ども同士の意見の違いを仲立ちをしたりしながら、簡単
なルールのある遊びを楽しめるようにする。④
▲経験や気持ちを言葉にして伝え、聞いてもらう楽しさを感じられるように、子どもの言葉を最後まで
丁寧に聞き、短い質問をしたり、気持ちや思いに共感したりする。⑤
◇▲運動会で年中児や年長児が行っている活動を応援し、運動会後に異年齢交流をしながら同じ
活動を行って来年以降のことを話すことで自分の成長を楽しみにできるようにする。⑥
◇▲自分のしたいことに合わせて遊具や用具を適切に選べるように、様々な種類の遊具や用具を準
備し、子どもが自分で考えた遊具や用具の使い方を認めたり、時には保育者が適切な使い方の例を
見せる。⑦
▲見つけた自然物を一緒に観察して色や形の違いに気づけるような声掛けをして、自然物に親しむ
楽しさを感じられるようにする。⑧
◇リズムが簡単な音楽を取り入れたり、自由に楽器に触れる機会をつくったりすることで、楽器に親し
めるようにする。⑨
▲少し先のことに期待がもてるように、事前に話をして、計画的に活動を実施する。
◇実習園の方が育ててくれたサツマイモがどう育つのかを学んだ後、実際に収穫を体験する。
▲友達と同じようなイメージをもって遊ぶことを楽しめるように、子どもの言葉をつないだり、イメージに
沿ったことば掛けをしたりする。
◇２クラスが混じれるような遊びを提案し、みんなで遊びたくなるように共有の遊び場を整える。
▲園の内外で秋の自然に触れられるような機会を設けたり、クラスで話題として取り上げたりすること
で、身近な自然に親しみを持てるようにする。

・音楽に合わせて動いたり楽器を鳴らしたりすることを喜ぶ。⑨

・霜柱や氷など冬の自然に触れ、冷たさや美しさ、不思議さなどに気付く。⑦

〇自分の思いや考えを形にしていきながら遊ぶことを楽しむ。（思い通りにつくれるようになる)


